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十
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号

三
宅
島
の
火
山
活
動
に
よ
る
住
民
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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三
宅
島
の
火
山
活
動
に
よ
る
住
民
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
宅
島
の
噴
火
災
害
の
発
生
と
全
島
民
の
島
外
避
難
か
ら
四
年
が
経
ち
、
来
年
二
月
に
は
全
島
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
方

向
で
あ
る
。

こ
の
四
年
の
間
、
三
宅
村
村
民
は
、
予
想
し
な
か
っ
た
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
三
宅
島
の
災
害
復

旧
は
鋭
意
進
め
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
に
降
灰
と
泥
流
に
覆
わ
れ
、
道
路
や
家
屋
な
ど
の
損
壊
は
深
刻
で
、
農
業
や

漁
業
、
観
光
な
ど
基
幹
産
業
の
再
建
も
目
途
が
立
た
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
な
が
ら
、
来
年
二

月
以
降
の
帰
島
に
備
え
て
、
島
の
復
興
と
生
活
の
再
建
に
ふ
み
だ
す
べ
く
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。

帰
島
を
妨
げ
て
き
た
最
大
の
原
因
は
、
三
宅
島
の
噴
火
活
動
に
と
も
な
う
有
害
な
火
山
ガ
ス
の
大
量
放
出
で
あ
る
。

国
、
東
京
都
、
三
宅
村
の
三
者
に
よ
る
「
三
宅
島
火
山
ガ
ス
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報
告
書
（
平
成
十
五
年
三
月
）
で
は
、

火
山
噴
火
の
場
合
の
有
害
な
二
酸
化
硫
黄
の
濃
度
は
比
較
的
短
時
間
の
間
に
変
化
す
る
も
の
で
、
従
来
の
人
為
的
な
発
生
源
を

想
定
し
た
環
境
基
準
を
設
定
す
る
際
に
は
考
慮
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
有
害
な
火
山
ガ
ス
に
長
期
的
に
さ
ら
さ
れ

る
影
響
（
慢
性
影
響
）
と
、
瞬
間
的
あ
る
い
は
短
時
間
に
高
濃
度
の
二
酸
化
硫
黄
ガ
ス
を
吸
っ
た
場
合
の
短
期
的
影
響
（
急
性

影
響
）
の
両
方
に
つ
い
て
同
時
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
急
性
的
な
影
響
を
与
え
る
ガ
ス
濃
度
は
、
低
濃
度
で
も
影
響

一



を
受
け
や
す
い
高
感
受
性
者
と
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
幼
児
・
児
童
、
高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
、
そ
れ
以
外
の
一
般
の
人
の

場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
段
階
的
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
島
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
ガ
ス
の
濃
度
情
報
や
気
象
情
報
を
確
認
し
、
外
出
先
を
周
囲
に
知
ら
せ

て
お
く
、
ガ
ス
マ
ス
ク
の
常
時
携
帯
、
診
療
所
や
避
難
所
の
確
認
、
高
濃
度
に
な
り
や
す
い
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
の
注

意
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
来
年
二
月
以
降
、
噴
火
災
害
と
「
共
存
」
し
て
生
活
す
る
三
宅
島
島
民
に
と
っ
て
、
火
山
ガ
ス
に
よ
る
健

康
被
害
を
最
小
限
に
す
る
施
策
の
実
施
は
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
党
は
十
月
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
も
踏
ま
え
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

噴
火
災
害
で
は
、
有
害
な
二
酸
化
硫
黄
の
濃
度
や
分
布
が
季
節
や
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
こ
れ
ま
で
の
観
測
で
も

風
の
影
響
で
高
濃
度
の
日
が
続
い
た
り
、
急
激
に
高
濃
度
に
上
昇
す
る
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
三
宅
島
火
山
ガ
ス
に

関
す
る
検
討
会
」
の
報
告
書
で
は
、
急
性
的
な
影
響
を
与
え
る
ガ
ス
濃
度
の
目
安
は
五
分
間
の
変
化
値
を
用
い
て
、
急
激
な

ガ
ス
濃
度
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
。

住
民
へ
の
ガ
ス
被
害
を
長
期
間
、
し
か
も
急
性
的
な
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
三
宅
島
の
噴
火
災
害
は
、
従
来
の
防
災
対
策
で

二



は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
火
山
災
害
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

従
来
想
定
さ
れ
て
い
な
い
噴
火
災
害
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
住
民
の
安
全
確
保
を
地
元
ま
か
せ
に
す
る
の
で
な
く
、
地
元

自
治
体
の
安
全
施
策
へ
の
助
言
と
協
力
、
財
政
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国
自
ら
が
防
災
施
策
に
責

任
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

火
山
ガ
ス
排
出
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
常
時
監
視
・
観
測
体
制
、
住
民
へ
の
迅
速
な
情
報
の
伝
達
、
避
難
場
所
の
確
保
と

脱
硫
装
置
の
整
備
、
救
急
医
療
も
含
め
た
呼
吸
器
疾
患
へ
の
対
応
、
健
康
診
断
と
火
山
ガ
ス
の
長
期
的
影
響
調
査
を
、
そ
れ

ぞ
れ
所
管
す
る
省
庁
は
ど
こ
か
。

�

緊
急
の
場
合
の
避
難
場
所
は
、
現
在
、
何
ヶ
所
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
で
十
分
と
考
え
て
い

る
の
か
。

�

平
成
十
六
年
九
月
の
「
三
宅
島
噴
火
災
害

三
宅
村
帰
島
計
画
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
小
中
学
校
、
高
校
、
中
央
診
療
所
に

は
、
脱
硫
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
答
弁
で
も
、
保
育
園
へ
の
設
置

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
公
民
館
や
体
育
館
、
役
場
本
庁
舎
や
臨
時
庁
舎
、
出
張
所
、
歯
科
診
療
所
（
中
央
診
療
所

併
設
）
、
老
人
会
館
な
ど
に
脱
硫
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
し
て
い
な
い
。
当
然
、
設
置
す
べ
き
と
考

三



え
る
が
、
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

さ
ら
に
、
島
民
が
多
く
利
用
す
る
郵
便
局
や
金
融
機
関
、
三
宅
島
空
港
へ
の
脱
硫
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に

設
置
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
じ
さ
い
の
里
」
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
「
十
分
な
安
全
対
策
を
講
ず
る
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
要
援
護
者
の
施
設
で
あ
り
、
脱
硫
装
置
の
設
置
は
当
然
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

火
山
ガ
ス
の
健
康
被
害
は
高
感
受
性
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
島
民
を
巻
き
込
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
昼
夜
を
問

わ
ず
、
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
火
山
ガ
ス
の
急
性
的
被
害
か
ら
、
避
難
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
個
人
宅
に
脱
硫
装
置

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
被
害
を
防
ぐ
有
効
な
対
策
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
脱
硫
装
置
の
個
人
宅
へ
の
設
置
に

つ
い
て
国
か
ら
の
援
助
は
な
く
、
村
か
ら
の
一
部
本
人
負
担
付
き
助
成
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
高
感
受
性
者
の
世
帯

に
限
ら
れ
て
い
る
。

脱
硫
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
、
高
感
受
性
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
個
人
住
宅
に
対
し
て
、
国
が
適

切
な
援
助
を
行
う
こ
と
は
島
民
の
火
山
ガ
ス
被
害
を
最
小
限
に
防
止
す
る
う
え
で
必
要
か
つ
、
き
わ
め
て
重
要
な
対
策
で
あ

る
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

四



右
質
問
す
る
。
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